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本論文は、日本語の婉曲表現「ようだ・みたいだ」「かもしれない」「だろう」について
論じたものである。待遇表現研究としての「人間関係や場」の視点から、「述べられる事柄
の属性」「発話の心理」という要素と婉曲表現の機能の関係に注目し、その枠組みを明らか
にすることを目的とした研究で、コミュニケーション上の立場から、婉曲表現「ようだ・
みたいだ」「かもしれない」「だろう」の機能を「働きかけ」「自己表明」「擬似的同意」「反
論・弁解」「描写」「評価」「表明回避」の 7種類に分け、それぞれが表現形式としての「前
置き」「応答」「文末表現」にどのように関わっているかを明らかにしている。その上で、
現行の主な日本語教科書を調査・分析し、多くの教科書に婉曲表現が採られていないか、
採られていても文法項目や練習で触れられておらず、婉曲表現として認識されていないと
いう現状を明らかにして、具体的な日本語教育への提案を行ったものである。 
本論文は「ようだ・みたいだ」「かもしれない」「だろう」を推量表現として捉えるだけ
ではなく、「文話」（文章・談話）のレベルで婉曲表現として捉え、さらにそれを待遇表現
の観点から扱った点に新しさがある。そこに、論者の独自性があると言えよう。 
また、第７章において、日本語教育のための具体的な提案として、それぞれの婉曲表現
の場面や人物を設定した豊富な会話例を示していることも評価したい。 
これらの点で、本論文は日本語教育学の博士学位論文としてふさわしい論考だと認めら
れるものである。 
ただし、以下のような課題もあることを指摘しておきたい。 
１．「働きかけ」「自己表明」「描写」「評価」「擬似的同意」「反論・弁解」「表明回避」とい 
う７種類の機能を提示しているが、それぞれの名称が婉曲表現の「機能名」としては必 
ずしも適当ではないことが指摘できよう。「擬似的同意」「表明回避」以外は、婉曲表現 
としての機能名ではなく、その表現全体の機能として名づけられるべきものである。ま 
た、それぞれの機能と「前置き」「返答」「文末」との対応も以上の問題点と関連してい 
ることから、本論文での主張をより明確にし、普及させるためにも、機能名を再考し、 
再整理することが望まれる。 
２．第５章で「ようだ・みたいだ」「かもしれない」「だろう」の三つの表現の機能分類の 
整理を行っており、婉曲表現としてのそれぞれの違いについても触れているが、どちら 
の表現形式でも言える文の違いなどを含め、婉曲表現としての差異についての整理はま 
だ十分とは言えない。それぞれの異同について、より掘り下げた検討が望ましい。 
３．第７章の「日本語教育への提案」の｢具体例｣の節に、一種のリソース集として「よう 
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だ・みたいだ」「かもしれない」「だろう」のそれぞれの工夫された会話例が豊富にあげ 
てあるが、次の「提示方法」の節での練習方法には「そうですね」を「そうかもしれな 
い」に直すなど、表現形式を言い換える形の練習例しかあげられていない。婉曲表現が 
理解できると同時に適切に使用できるような、人間関係や使用場面などを考えた実践の 
練習方法の種々のバリエーションが示してあれば、実践への影響がより効果的となった 
であろう。 
今後は「ようだ・みたいだ」「かもしれない」「だろう」の３表現だけでなく、他の婉曲
表現をも研究対象とし、婉曲表現全体の枠組みを整理して、それぞれがどのように関連し
ながら機能し合っているかなどを明らかにした日本語の婉曲表現の体系を完成させること
を期待したい。 
 
 
 3
